


































































































































































































































○工期， 請負金，施工場 ○原地盤の改良， ○各工事工種の ○工種別作業計画， ○月間工程表， 週間 ○単位作業の実績集計，
所， 構造物種類，規模， 掘削， 切盛土， 施工数量と概 各単位作業の数量， 工程表。 支払実績集計。
構造物詳細諸元。 土留， 止水等， 略施工期間。 歩掛， 作業員数， ○作業員， 資機材の O出来高算定
O現場地形， 障害物，地 支持力と施工 ○施工単位と工 所要日数。 運用予定表。 工種別・ 部位別歩掛算
質，地下水， 架設物， 空間の確保。 種構成， 単位 ○各種資源の調達可 ○品質管理基準， 安 定。
埋設物。 ○障害物， 架設 工程の設定。 能数． 全管理基準， 施工 ○施工条件の検討
○土岩採取場， 資機材搬 物， 埋設物の 工種における 詳細工程計画， 管理基準。 出来高の予実対比， 支
入路， 工事用道路。 撤去， 防護， 作業グルー 各種工事用資源使 ○工事施工。 払実績の分析， 資源調
○適用可能な施工技術， 復旧。 プ。 機械系の 用予定表。 ○工事日報への施工 達状況の検討， 原価分
施工法の調査， 仮設備， ○土岩採取， 土 編成，及び施工 ○資材調達， 加工， 実績記入。 析。
機械設備のスペース。 捨計画． 工事 能力， 施工速 在庫， 運搬計画。 O下請別職種別出面 O施工速度及び工程進捗
○建設公害の発生， 対策。 用道路計画。『 度の検討。 O出来高予定表， 資 集計， 施工実績の 状況の分析
○技術者， 作業員，資材 ○構造物施工法 O工程操作要素 金計画。 管理基準に対する 翌月工程の更新， 全体
機械， 動力の調達。 の検討， 設備 の抽出， 投入 O品質管理計画， 評価。 工程のフォローア・ノブ，
計画働力，給 可能救の設定， 安全管理計画． O週間工程表の更新。 及び更改の必要性の検
排水． その他 主要資源の運 工程管理計画， 討。
プラントL 用計画の作成。 原価管理計画。 ○施工計画の改善策の検

















































































































































































































































































































































































































事情報の収集 一一一一一u一 設計図書、「『 11工事データの入力・蓄積、 工事条件の整理、送ｿ調査・現場調査． エ事情報の入力蓄積





仮設材転用スケジユール、 総括工程計画、 璽黙三ピニ幾1 資源投入計画、 1機械運用スケジユール・ 現場配置計画、
用の算定 1 予算作成． 1 1 11 1
1 11 1 u1





施エ管理計画 11工期・実施予算、H種フ1レ資源別投入予定、 全体・中間管理目標i工期工事費・出来高 1 1
工程管理曲線、 1工種別管理目標、 11支払予定曲線、
fートラインエ程衰． 1 計測管理計画、G間・月間工程表。







|週間工程の更新． 　　　　　出面歩掛…人エ事実績の現状把握． 1工事進捗状況の激|ート作成． 1＿＿＿＿＿ゴ 詳細工程計画の更新、　　　　ロ
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1 密．5 銘．3 籾 8．6 8．4 71 397．3 27．32401，014 360．772．5 脳 590
2 54．0 64．4顕 12．9 7．8 71 609．240．5 3701，512 43．925．1 229255．298．2 898 田7駅 3 44．8 55．0 47012．9 9．1 78 596．040．7 348L510 509．589．5 766 goo
4 37．4 48．9 鍬 12．9 9．5 75 592．540．6 3191，527 489．5552433脇
5 44．4 57．0 47212．9 9．4 78 592．14L3躍 1，519 516．08L5675鵬
6 60．089．1 磁 12．9 12．6田 694．458．5 4091，485 606．9162．9U38田0
7 49．772．6 51812．9 1L8 84 564．454．0 3861，448 525．2124．5898 863
部
8 4．9 90．2 47875．4 10．8 57 425．854．5 2891，079 454．3 160．4851 5弱
9 63．7 92．9 60894．6 8．5 56370．746．1 302301．526．7 1751，753 415．942．2 276283」187．38田 964
10 54．880．6 48565．6 12．4 75258．750．1 302257．73輻4 1891，326 225．919．1 115224．5 144．9873 663
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1 2 3 4 5 6 7
0．6㎡／サイクル 17 20 23 25 28 31 34




















i㎡／サイクル） 第1セット 第2セット 第3セット 第4セット
ダンプトラックの投入台数




2 3 0．6 1，2，3，S 5，6．7 8．9．10 同　　　上
2’ 3 0．8 1，2，3，S 5，6．7 8．9．10 同　　　上
2” 3 0．6 1，2．3 4，5．6，V 8，9．10 同　　　上















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































セット1 セット2 セット3 セ，　ト4 セプト5 セッ　ト6
14中床スラ 19中床6中床 2　中床
↓ ↓ ↓ ↓




16　　〃 9中床スラフ 18　　〃@　↓ 4　　’ノ
替 　↓P7　　〃 　↓P3　　〃 3　　’ノ@↓
　↓
T　上床






























↓ ↓ ↓ ↓
案 5　　’ノ 1　上床 3上床 9上床スラブ↓ ↓ ↓ ↓
6　　〃 4　　〃 6　　〃 10　〃











19　　〃 1上床@↓2　　〃 10中床スー 17　　’ノ 11　　〃 4　　〃




















































































































ブロック番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10ll1213
底　　　床 部 434249 42 46 474542 39 47383847
鉄筋組み 開始日I了日
510 512515 511513 514 511 51151013
P7
59 510 514



































































































































































a 354 352 354 351　（@本@研究a　の
@方@法　）
a
b 359 328 　　＊R35 340
b a 344 一























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ピ 2　」23 2　167 2378
五 1．55 L58 L7　4
万‘ 377 430 588
げ 156　1 1764 163　1
工期日 2　18 235 223
示した資源山積み図の視覚的な相違が本研究で提案した評価モデルを用いることによって定量的な相
違として表されることがわかる。
　このように，詳細工程計画にっいて，単に工期や各作業のフロートの状態を評価することができる
のみならず，資源山積み図の状態についても定量的に評価することができる。このことが，土木工事
の工程計画の作成にネットワークモデルを適用することの大きいメリットの一っであるといえる。
第4節　詳細工程計画の作成プログラムの股計
1．工程計画の作成プログラムの構成の概要i°）
　PERT等のネットワークモデルfCよる詳細工程計画の作成をプロ
グラムシステムのフェーズという観点から捉えると，図一4．11に示
すように，次の4っに分けるのがよい。すなわち，
（フェーズ1）：PERTインプット
　このフェーズは（フェーズ4）の工程表のアウトプットと対応し
て工程ネットワークの入力処理を行う。インプットフェーズは工程
ネットワークのスケジュール計算のためのインプットデータ処理と
スケジュール計算結果の作表・作図のためのインプットデータ処理
とfC分けられる。前者では，工事内容を施工ブロックおよび構造物
部位に区分して各施工ユニットの施工数量を算出し，各施工ブロッ
クの工程をパターン化してそれぞれのパターンの工程分解図から各
作業の所要日数，投入員数，作業歩掛を求めて，それらを所定のフ
P　　E　　R　　T
C　ンプッ　ト
P　　E　　R　　T
v　　　　　算
山　　崩　　し
v　　　　　算
工　　程　　表
Aウ　トプッ　ト
図一4．11　ネットワークモデ
ルによるスケジュール作成の
プログラムフェーズ
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オーマットで入力することになる。
　スケジュール計算結果の作表・作図に関しては，工程表および資源山積み図の図化情報の処理が中
心となる。施工ブロック，構造物部位，工種，作業，職種，材料などの作業内容の記述データにっい
てはそれぞれの名称と表示記号および番号の参照表を作成することにより，漢字混りかな文字やアル
ファベット記号など判読しやすい方法で表示することが必要である。
（フェーズ2）：PERT計算
　このフェーズは工程ネットワークのスケジュールを求めるため1ζPERT計算を行うフェーズである。
すべての作業データと順序関係データが正しく与えられていると正しい工程ネットワークが作成され
てPERT計算を行うことができる。これにっいては，すでに前節で考察した。
（フェーズ3）：山崩し計算
　投入資源の調達可能数量の制約を考慮しなければ詳細工程計画の実施スケジュールを正しく決定で
きない場合には，PERT計算を行ったのちに山崩し計算を行って各種工事用資源の投入数量が調達可
能数量の制約を満足するようにしなければならない。これにっいても，すでIC前節において考察した。
（フェーズ4）：工程表のアウトプット
　詳細工程計画のスケジュール結果は工事の実施目標を示すものであるから，その内容を工事の監督
者もしくは作業員に伝達できる様式tζとりまとめる必要がある。一般には，その内容としては
①工程計画データリスト・
　②実施スケジュールの工事工程表，
③資源別山積み図，
が必要である。
　工程計画データリストは，スケジュール計算内容のチェックや工程計画の更新・修正に必要であり，
工程ネットワーク上の位置と作業内容が一見してわかり，また，取扱いやすい様式にすることが大切
である。また，工事工程表は工事開始日を第一日とする正味日数による表示と暦日による表示の両方
が必要である。休日の表示も必要である。ネットワーク工程表ではクリティカルなルートを示すこと
ができるが，山崩し計算を施した工程表の場合は資源の投入制限による作業日程の遅延とクリティカ
ルなルートとの関係をよく理解しておかなければならない。
　資源山積み図にっいては，工程上の作業による必要人数と補助的作業の必要人数および雑作業を加
えた人数がその工事において実際に必要とされる作業員数であり，これと調達予定人数とを対比する
ことが必要である。また，日々の作業時間との関係も考慮しておく必要がある。
2．工程計画データ作成にあた。ての前処理
当プログラムシステムは現場技術者が施工計画作成業務の中で工程ネットワークデータを作成する
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ことを基本としている。そのための前処理として以下に示す諸表を用いて施工計画データを整理して
おくことにより，ネットワークデータ作成の煩雑さを軽減するようlCしている。
①工程分解図
　　各施工ブロックの作業構成，作業順序関係を現場用語を用いて図解する。それぞれの作業の所要
　日数，投入員数，作業歩掛を作業名称の下欄に記入する。各施工パターンの代表ブロックについて
　のみ作成する。
②　数量総括表
　　各作業の施工数量を各構造物部位において工種ごと作業ごとに算出し，それを施工ブロックごと
　に区分して一覧表にとりまとめる。
③　作業歩掛表
　　各職種の作業歩掛は構造物部位と作業内容によって異なるため，歩掛タイプC’とに区分して一覧
　表にとりまとめる。
④表示記号参照表
　　スケジュール計算およびその結果の図表作成にあたって用いられる施工ブロック，構造物部位，
　工種および作業のそれぞれにっいて，それらの名称の表示記号や番号を参照するためfC・一一覧表とし
　てとりまとめる。工事内容を統一的fC把握するのにも役立っ。
　⑤資源番号参照表
　　各職種および各材料の名称と番号との対比を一覧表としてとりまとめる。
　⑥各月稼働日数，休日日数，通算日数表
　　スケジュール計算結果を工程表として図示するにあたって，経過日数のみならず暦日によっても
　表示する必要がある。そのためfC，当該工事における各月稼働日数を調査してそれぞれの推定値を
　一覧表としてとりまとめておく。
　工程ネットワークデータの作成は一般に複雑であり，工程計画データの作成作業を施工計画作成業
務の一環として行えるようにシステム設計fCあたって考慮しておくことが重要である。上記の諸表は
そのために作成したもので，施工計画作成業務で用いられる用語で工程ネットワークデータを表し，
諸表の様式を各工程ネットワークデータの入力様式に合せて構成している。それぞれの用語や名称と
工程ネットワークデータとして入力される記号や番号との参照表を用意することによって，工程ネッ
トワークデータを体系的1こ作成することができる。
3．工程計画の作成に必要とされる入力データ
　ネットワーク手法にもとつくコンピュータプログラムを用いて工程計画を作成するにあたっては，
以下に示すように，
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①スケジュール計算処理に必要なデ
　ータ，
②スケジ＝一ル計算結果の図化処理
　に必要なデータ，
の2種類が必要である。
　前者のスケジュール計算処理に必要な
データとしては，
①　作業データ，
②順序関係データ，
③スケジュール計算のための条件デ
　ータ，
④山崩し計算処理のための条件デー
　タ，
が必要である。
　後者の図化処理に必要なデータとして
は，
①漢字表示処理データ・
　②暦日表示のための休日データ・
③工程表図化データ，
④山積み図図化データ・
⑤スケールデータ，
が必要である。
　上記の各種入力データの処理とスケジ
ュール計算処理を含めて，全体工程計画
作成のためのプログラムシステムをフロ
ー図にとりまとめて示すと，図一4．12の
ようである。
3．1　作業データの入力処理
　①作業番号または作業コード・
　②　作業所要日数，
スケジュール
計算データ
データの分類
ファイル作成
∵⇒
タト一デトツスプンイリ
吉三三
一タダ一　デンレレ一　ケカス
↓
PERT計算の
fータファイル作成
　　　　　　　　　　　　　（PIOF）
o　　I　F　　　←　　　　　　一　一一一
PERT計算
ﾌ条件データ
／ PERT／TIMEﾌ　計　　算
↓ 山崩し計算の
?純fータ
PERT／@MANPOWER
ﾌ　計　算
「
」
、r▲▲
算タ計一TデR件E条Pの
のタ算一し崩件山条
EM算IT／計TREのP
　田
㎝算
温・肌MのP
ルイ成アフ日作暦
通成共昨化力図万
債成汕作殿・工み
トレ
ツイロア
プフ
表一図　一み程一　一積　一工㌔山
；化彗
工　　程　　表
図化データ
カードイメージ
リ　　　ス　　　ト
　　／
詰．弩
ジト一メイスドカリ
図一4．12　全体工程計画作成のプログラムフロー
スケジュール計算処理にあたって必要とされる作業データとしては，基本的には，
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が与えられればよい。しかしながら，現実の問題として作業所要日数が直接的に与えられない場合が
ある。また，山崩し計算にあたっては各作業への投入資源の種類と数量が求められていなければなら
ない。こうしたことから，作業データとして以下の項目を含めておく必要がある。
　③職種または機械の番号コード，
④作業投入員数または台数，
　⑤仮設材または本設材の番号コード・
　⑥　作業数量，
　⑦　作業歩掛。
　各職種，各種機械および各種資材については，それぞれについて番号やコードの登録をするととも
fC，それぞれの作業投入数量は1日当りの値を与えることになる。
　作業所要日数，作業数量，作業投入人数，作業歩掛の間には，式（2．1）に示したような関数関係
が成り立っており，このことを利用することにより作業データ作成の種々のパターン，すなわら，
　①作業所要日数が与えられていない場合，
　②作業投入人数が与えられていない場合，
　③作業投入人数を一定とする場合，
などのそれぞれに必要な作業データを生成することができる。
　ここでは，各作業の番号またはコードを，工事施工の階層的なトリー構造分解である施工ブロック
ω，構造物部位（B），工種（C），作業①）のそれぞれの番号またはコードの組合せによって表すこ
と1こしているが，それには種々の利点がある。すなわち，同じ施工パターンの同種作業にっいては，
構造物部位（B），工種（C），作業Φ）の組合せ番号を見出しとして，これfζ対して基準施工ブロック
における作業所要日数，職種，投入人数，作業歩掛と各施工ブロックの番号，作業数量を与えること
によって，基準施工ブロック以外の作業データを自動的に生成することができる。大規模な工程ネッ
トワークの作成にあたっては，工種レベルの全体工程ネットワークを作成するとともに各工種の作業
内容と作業手順はサブネットワークとして表すことにより，作業レベルにおける詳細な全体工程ネッ
トワークを少量のデータで効率的に生成することができる。さらに，各施工ユニットにおける工種レ
ベルあるいは作業レベルの施工パターンとその内容が明らかであるならば，施工ブロックと構造物部
位の組合せで表される施工ユニットの番号と施工パターンを指定することによって，工種レベルある
いは作業レベルで表される詳細な全体工程ネットワークの作業データを生成することができる。各施
工ユニットの分割区分は設計図書の内容と対応して行うことができるので，工程ネットワークデータ
の蓄積によって，設計図書の内容から直接的に総括的なあるいは詳細な工程ネットワークを作成する
ことも可能である。
　他方，工種レベルあるいは作業レベルで求めた詳細工程ネットワークのスケジュールを構造物部位
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ごとec，あるいは施工ブロックごとにとりまとめることによって，総括的な工程スケジュール，いわ
ゆる，スケルトンネットワークのスケジュールを求めることができる。
　工程ネットワークのスケジュール作成に際してリードタイムを考慮したい場合には，それを挿入す
る施工ブロックの番号とリードタイムであることを判断できる作業番号および所要日数を与えればよ
いo
3．2　順序関係データの入力処理
　さて，工程ネットワークの順序関係には技術的な順序関係と管理的な順序関係のあることはすでに
述べたとおりである。ネットワークデータの作成にあたっては，これらの順序関係はつぎのように取
り扱われる。
　技術的な順序関係は，各施工パターンごとec作成した工程分解図に示されている順序関係である。
ここでは，これを施工パターンデータと呼ぶことにする。同種類のパターンの施工ブロックにおいて
は，同じ施工パターンデータを持っことになるので，各パターンの施工パターンデータとそれぞれの
パターンに属する施工ブロックを指定することによって工事全体の技術的な順序関係データを求める
ことができる。
　各施工パターンデータは，各施工パターンに含まれる各作業の順序関係を施工順序にしたがって配
列したものである。各施工パターンにおける作業内容を工事のトリー構造分解図にしたがって表すと
きには，施工パターンデータは構造物部位，工種，作業の各レベルのコードを組合せた作業番号の順
序列となる。同じ施工パターンに属する施工ブロックでは作業構成と作業間の順序関係は同じである
から，その施工パターンに属する施工ブロック番号と施工パターンデータを与えることによって，全
体工程の中で一意性を保持し，かっまた，工事内容の階層性と施工内容を反映した作業番号で表され
た技術的な順序関係データを作成することができる。
　さて，このような特徴を持つ施工パターンデータの作成にあたっては，次のことに注意する必要が
ある。すなわち，各施工ブロックは一般にいくっかの構造物部位に分けられ，施工ユニットが施工工
程の単位となっているのが普通である。また，各施工ユニット1こおける作業工程はその施工ユニット
で必要とされる工種の作業工程を単位としてそれらを施工順序e（したがって直列的にあるいは並列的
に配列したものである。っまり，施工パターンデータは，各工種の作業を中心とするひとまとまりの
作業工程（ここではこれを工程ネットワークにおけるルートと呼ぶことにする）を直列的に，あるい
は並列的に配列したものであるといえる。したがって，施工パターンデータの作成にあたって，
　①後続作業，
　②ルート内での順序関係の区切りと1ルートの終り，
　③施エユニット内での区切りと1施エユニットの終り・
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　④1施エパターンデータの終り，
　⑤技術的な順序関係データの終り，
を明示的に表示することによって，直列・並列の複合した技術的な順序関係データは直列の順序関係
データの集合したものとして表すことができるのである。
　次に，管理的な順序関係データについて述べることにするが，管理的な順序関係データは，工事全
体の中でくり返し転用されていく工事用資源の運用順序を表すものである。転用対象となる工事用資
源，とくに，仮設資材にっいては資材の投入・組立，拘束・使用，解体・運搬という手順で利用され
る。仮設資材の運用順序に注目するならば，現在拘束・使用している施工ユニットの作業工程の中で
の解体作業と次に投入予定の施工ユニットの作業工程の中での組立て作業がわかれば資材運用の順序
関係を規定することができる。すでに述べたようec，すべての作業は施工ブロック，構造物部位，工
種，作業の4っのレベルのコードの組合せによって全体工程の中で一意性のあるコードとして表され
る。これらのことを考慮するならば，仮設資材の転用順序を表す管理的な順序関係データは先行施工
ユニット（構造物部位）における仮設資材種類（工種）の解体作業（作業）と後続施工ユニット（構
造物部位）における同じ仮設資材種類（工種）の組立て作業との間の順序関係データおよび順次転用
される施工ブロック間の順序関係データを対応づけて与えればよいことがわかる。
3．3　スケジュール計算のための条件データ
　スケジュール計算のための条件データは，PERT計算に関するものとT山崩し計算tζ関するものと
に分けることができる。
　PERT計算に関しては，
①工程計画作成時における全体スケジュールの計算・
②工程管理時における今後工程のフォローアップ計算，
のいずれであるかを選択するための条件データと，スケジュール計算の内容，っまり，
①PERT計算まで，
②PERT計算結果によるデートラインエ程表の作成まで，
③山崩し計算まで，
④山崩し計算結果ICよるデートラインエ程表の作成まで，
のいずれの段階であるかを指定するための条件データが必要である。フォローアップ計算およびデー
トライン工程表の作成に関しては次章において詳述することとする。
　すでに考察したように，山崩し計算法の適用にあたって考慮すべき事項としては種々のものがあり，
山崩し計算処理に際しては以下‘ζとりまとめて示した事項の選択に関する計算条件データが必要とな
る。
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（1）作業着手の優先順位の基準の選択
　　以下の項目の中から，第1から第3までの基準を選択し，作業着手の順位づけを行う。
　　①トポロジカルオーダリングの番号nの順，
　　②最遅開始時刻LSの小さい作業の順，
　　③作業日数dの小さい作業の順，
　　④外部から与えられるプライオリティの大きい作業の順。
　（2）優先順位の計算方法
　　①毎時刻に第1から第3までの指標の値を各作業について計算し，それらを用いて順位づけを
　　行う。
　　②　山崩し計算に入る前に行ったPERT計算結果をもとに求めた第1から第3までの指標の値を
　　用いて順位づけを行う。
（3）スケジュール計算の方向
　　①工事開始日から山崩し計算を行う。
　　②工事終了日から山崩し計算を行う。
　　ただし，②の場合，工期終了日を指定する必要がある。
（4）スケジュールの表示方法
　　①工事開始日を第1日とする実働日（絶対日）によって表示する。
　　②工事開始日の年月日を与えて暦日によって表示する。
　　②の場合には休日を考慮することになるが，工種あるいは職種によっては休日には作業を行わな
　いものもあり，そのような工種あるいは職種で用いられる資源種類の山崩し計算は特別の考慮が必
　要となる。
（5）山崩し計算を適用する資源の選択
　　①資源の区分（職種と材料の区別）と種類，
　　②投入制限数量と投入期間。
　山崩し計算にあたっては，以上CD（1）～（4）の事項にっいて適宜必要な項目を選択のうえ指定して与え
ることになる。しかし，（1）および②にっいては，（3）～⑤が同じであっても，適用する項目によって異
なるスケジュールが求められることが少くない。従来の山崩し計算プログラムにおいては適用上の注
意事項としての配慮が十分でなかった。そこで，本研究では，山崩し計算法自体が内包するこれらの
問題を極力避けるために，必要な項目を指定してそれぞれの山崩し計算結果の内容を比較検討するこ
とによって，工期の延伸，資源の運用状況，作業着手の状況などからもっとも望ましい案を選択する
ことができるようにしたものである。
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3．4　スケジュール計算結果の図化に必要なデータ
　全体工程ネットワークのスケジュール計算結果は工程表および資源山積み図として表示することに
より，工事全体の施工方針と作業日程および各種投入資源の使用予定を工事担当者に知らしめる必要
がある。したがって，工程表や資源山積み図は工事のスケジュールの内容を必要かっ十分に盛り込ん
だものであると同時に，スケジュールの内容が一見して理解できかっ使用しやすいものでなければな
らない。こうした要件を具備する工程表や資源山積み図を作成するためには，以下のようなデータを
与えを必要がある。すなわち，
①図化共通データ・
②工程表図化データ・
③資源山積み図図化データ。
　（1）　図化共通データの作成
　　工程表および資源山積み図の図化9C必要な共通のデータとしては，タイトルや工程表の内容説明
　や資源名を漢字表示するためのデータ，工事のスケジュールを暦日表示するための休日データ，
　工程表や資源山積み図の大きさを定めるためのスケールデータがある。
　　漢字表示処理データは，
　　①タイトルデータ（工事名称，図表名称，作成年月日），
　　②　内容説明データ（施工ブロック，構造物部位，工種，作業，職種，機械，材料），
　の2種類が必要である。タイトルデータは工事名称や図表名称をそれぞれ所定の位置に書かせるた
　めのものである。内容説明データは，工程表の作業名称を工事内容のトリー構造分解にしたがって
　表示し，資源山積み図の表示内容を示すためのものである。作業名称の表示にあたっては，施工ブ
　ロックの呼称は英数字で表されることが多く施工ブロック番号と名称とを対応づけて入力すればよ
　いが，構造物部位，工種，作業にっいては通常は漢字まじりかな表示の呼称が用いられるためにそ
　れぞれのコード番号と対応させて各文字の一字ごとに漢字コードを与えることが必要である。こう
　した制約があるために，それぞれの名称の入力にあたってはコーディング用紙に漢字記入欄を設け
　たり，各名称の文字数に制限を設けるなどの工夫が必要となる。ただし，職種や機械，材料などの
　標準的なものについては工事のつど入力しなくても漢字表示ファイルとしてプログラム内部に持た
　せることも可能である。したがって，工事種類，構造物種類，施工ブロック，構造物部位，工種，
　作業の分類体系と呼称の統一，っまり標準化が行われてくれば，それらのコード番号を指定し与え
　るだけで漢字表示のためのデータを作成することが可能となる。
　　工程ネットワークのスケジュール計算は各作業の所要日数を基eegCして行うため，その結果求め
　られる作業日程は実働日数で表されることになる。これを暦日表示するためには，
　　①工事開始の年月および所要日数・
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